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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光インタロゲーションのための方法であって、
　管腔網の３次元（３Ｄ）モデル、および標的に向かってナビゲートするための経路計画
をインポートする工程と、
　電磁（ＥＭ）場を前記管腔網の周りに発生させる工程と、
　ＥＭセンサ、光源、および光受信機を、前記経路計画に従い前記標的に向かって前記管
腔網の中に挿入する工程と、
　前記ＥＭセンサで前記ＥＭ場を感知する工程と、
　前記ＥＭ場内における前記ＥＭセンサの位置を前記３Ｄモデルと同期させる工程と、
　前記光源で光を発する工程と、
　前記光受信機で前記管腔網から反射された光を受信する工程と、
　前記反射された光に基づき前記標的の種類もしくは密度、１つ以上の血管の存在、病状
、および前記標的の治療の十分性を予測する工程と、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＥＭ場の座標系と前記３Ｄモデルの座標系との間の縮尺係数を計算する工程をさら
に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記経路計画および前記縮尺係数に基づき前記ＥＭセンサの移動距離を縮尺して前記３
Ｄモデル内における前記ＥＭセンサの移動を同期させる工程をさらに含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記反射された光に基づき画像を生成する工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　生成された画像を前記３Ｄモデルと統合させる工程をさらに含む、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
　前記ＥＭセンサの位置に基づき統合された３Ｄモデルを表示する工程をさらに含む、請
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求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記生成された画像は前記管腔網の内部を示す、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＥＭセンサの位置と前記光受信機の位置との間の距離を計算する工程をさらに含む
、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記生成された画像を前記３Ｄモデルと統合させる工程は前記距離に基づいている、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記患者の呼吸パターンを認識する工程をさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項１１】
　前記呼吸パターンに基づき患者の呼吸を補正することにより前記ＥＭセンサの位置を特
定する工程をさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　生成された画像は、前記３Ｄモデルとの複合画像データセットを生成するように選択的
に融合される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＥＭセンサの位置に基づき状況を表示する工程をさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記状況は、前記光受信機が標的内でない位置、前記標的、または健康な組織に隣接す
る位置にあるか否かを示す、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記状況は、前記標的の治療が完了しているか否かを示す、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記標的の密度が所定の値以下であるか否かを判定する工程をさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１７】
　前記標的の密度が前記所定の値以下であるか否かの判定結果を知らせる通知を表示する
工程をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　治療された標的の色が所定の色の変化に達しているか否かを判定する工程をさらに含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記治療された標的の色が前記所定の色の変化に達しているか否かの判定結果を知らせ
る通知を表示する工程をさらに含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　発せられた光の波長は、４００ナノメートルから７００ナノメートルに及ぶ、請求項１
に記載の方法。
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